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 バイオマス（生物資源量）を利用したエネルギー開発については、日本は後れをとっ

ています。日本は化石燃料に頼った生活を今も続けています。化石燃料はいずれ枯

渇してしまう有限資源です。また、化石燃料を燃やすと、二酸化炭素が放出されま

す。この二酸化炭素は大昔に固定されたものなので、結果的に大気中の二酸化炭素

が増加してしまうこととなり、地球環境に大きな影響を与えてしまいます。 
 それに対してバイオマスエネルギーは循環型エネルギーです。「カーボンニュートラ

ル」という言葉がありますが、これは「バイオマスに含まれる炭素は、もともと大気中に

あった二酸化炭素を植物が光合成により固定したものなので、実質的に大気中の二

酸化炭素を増加させない」という考えです。そういった意味では、バイオマスを使った

エネルギー供給のメリットとして「地球温暖化の防止につながる」ということが挙げら

れます。さらに、資源循環型社会の形成に大きく貢献できたり、新たな産業開発、雇

用促進に繋がるなど、様々なメリットがあります。また、太陽光発電や風力発電といっ

た他の自然エネルギーと比べて安定した供給が得られるということもあります。 
 バイオマスの例として木材が挙げられます。木材建築物はもちろんのこと、現在の

技術は発達しており、木材からバイオエタノール、医薬品、バイオプラスティックなど

様々な製品を産み出すことが可能です。また、最終的に残るリグニンからは、なんと

石油代替化製品の原料になることがわかっています。 



 フィンランド、スウェーデンやオーストリアといったヨーロッパ諸国では、２０２０年まで

に一次エネルギーのうちの２０％をバイオマスで賄うことを目標としているなど、すで

にバイオマスの利用が進んでいます。木材をバイオマスエネルギー資源として活用し

ていけば、低迷してしまっている日本の林業にも大きな刺激となり得るでしょう。  
 


